
 

 

 

  
生徒会本部役員選挙運動始動  

今日９月１４日から、生徒会本部役員選挙の選挙運動期間が始ま

りました。演説会と投票日は今週の金曜日１８日です。今日から５

日間が選挙運動期間となります。 

昇降口には選挙ポスタ

ーが貼られ、昇降口前では

朝早くから立候補者や責

任者が揃って、登校してく

る生徒を迎えていました。 

３年生の責任者ともな

ると勝手が分かっている

生徒もいて、緊張感を感じ

ないのですが、１年生の立

候補者の中には、緊張してしまい、どうしていいか分からないよう

な表情で立っていた生徒もいたようです。 

「生徒会本部役員になる」ということがどんなことなのか。まだ、

それほど深くは考えていない

立候補者もいるかも？と感じ

た部分もありますので、そこ

のところは、先輩の３年生の

本部役員や責任者から、今日

以降しっかりと伝えてほしい

と思います。 

「これからへの期待」も込

めながら、生徒会役員になる

ということはどういったこと

なのか、一つの例を挙げて

みたいと思います。 

生徒会本部役員になる

ということは、これからの

飯野中を背負って立つ一

人になることです。もちろ

ん本部役員でなくても、皆

さん一人ひとりが飯野中の看板を背負っています。飯野中生の誰か

が、人の役に立つすばらしい行為をすれば、飯野中の生徒はすばら

しいと言われます。逆も同じです。 

生徒会役員は、飯野中を背負う一人であるとともに、飯野中の顔・

核となって、集団をよりよい方向に引っ張っていく人です。自分の

持っている力や人間性、創造力を発揮して、飯野中という集団がよ

り良い集団となり、一人一人が過ごしやすい、勉強しやすい、より

成長できる時間と空間とするための中核となるということです。 

 今日から始まった選挙運動も同じです。朝、どんな表情で、どう

いった気持ちで、どんな服装や姿勢で登校してくる他の生徒を迎え

ればいいか、全校生一人一人の今日一日がより充実したものになる

のか、そのための気持ちの良いスタートを昇降口前で迎えてもらう

ために、自分自身はどうすればいいのかを考えた行動をしてほしい

と思います。それが本部役員としての基盤となるのではないでしょ

うか。 

日本国内でも、先週は合流野党「立憲民主党」の党首選挙が、ま

た今日は、与党の自由民主党でも総裁選挙が行われています。国レ

ベルの選挙は、投票前からある程度結果が分かっているような報道

が連日されていますが、本校の選挙は正確な予想ができないのが常

です。 

立候補者諸君には、自分が飯野中の顔・核となるに相応しい態度・

行動で臨み、全校生に認めてもらえるように、投票する生徒諸君は、

これからの飯野中の代表として相応しい人をしっかりと見極められ

るようにお互いのことをしっかりと見つめ合ってほしいと思います。 
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